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エンジン刈払機 
EKK-2620N 
    

    

ご使用前に必ずこの取扱説明書を最後までよくお読みいただき、使用上の注意 
事項、本機の能力、使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使用く
ださるようお願いいたします。 
また、この取扱説明書は大切にお手元に保管してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 

 操作装置のシンボルマーク  
 
 
運転操作および保守管理のために、操作装置のシンボルマークが使用されています。 
これらの表示に従って誤操作のないようご注意ください。 
 
 

マーク表示部位 図 柄 意     味 

燃料タンクキャップ 
 使用燃料の種別が「混合ガソリン」である

ことを表わします。 

 ■ エンジン始動時 

このマークの方向にレバーを操作する

とチョークが閉じることを示します。 

 
■ 暖機運転時 

このマークの方向にレバーを操作する

とチョークが中間位置になることを示し

ます。 

エアクリーナカバー 

 ■ 運転（作業）時 

このマークの方向にレバーを操作する

とチョークが開くことを示します。 

ストップスイッチ 

（右手グリップ側） 

 ■ 停止 

「Ｏ」側にするとエンジンが「停止」する

ことを表わします。 

■ 運転 

「Ｉ」側にするとエンジンが「運転」するこ

とを示し、リコイルスタータでエンジンが

始動することを表わします。 

 
 



 

 

 

 
 
 
 

は じ め に 
 
このたびはリョービ製品をお買い上げいただき誠にありがとうございました。 

この取扱説明書は、製品の正しい取扱い方法、簡単な点検および手入れについて説明

しています。 

ご使用前によくお読みいただいて十分理解され、お買い上げの製品が優れた性能を発

揮し、かつ快適な作業をするためこの冊子をご活用ください。 

また、お読みになった後必ず大切に保存し、分からないことがあった時には取り出してお

読みください。なお、製品の仕様変更などにより、お買い上げの製品とこの説明書の内容が

一致しない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

  安 全 第 一 
 
本書に記載した注意事項や機械に貼られた   の表示がある警告ラベルは、人身事故

の危険が考えられる重要な項目です。よく読んで必ず守ってください。 

なお、警告ラベルが汚損したり、はがれた場合はお買い上げの販売店に注文し、必ず所

定の位置に貼ってください。 

 
■ 注意表示について 

本取扱説明書では、特に重要と考えられる取扱い上の注意事項について次のように

表示しています。 

 
： 注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことになるものを示し

ます。 

 

： 注意事項を守らないと、死亡または重傷を負う危険性があるものを

示します。 

 

： 注意事項を守らないと、けがを負う恐れがあるものを示します。 

 

 

： 注意事項を守らないと機械の損傷や故障の恐れがあるものを示しま

す。 

 

： その他、使用上役立つ補足説明を示します。 

 
 

危 険

警 告

注 意

重 要 

補 足 



 

 

 
 
 

振動障害を防止するため､製品をお使いになる前に必ずお読みください。 

 
■ １日の作業時間について 

 
疲労が重なると注意力が低下し事故の原因となりますので､作業計画にはゆとりを持たせてください。 

1 日の作業時間は､機体または取扱説明書に表示の『周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値』に

より厚生労働省通達で次のように決められています。 

①10 m/s
2
より小さい場合は､1回の連続作業時間は 30分以内､1日の作業時間は 2時間以内として

ください。 

②10 m/s
2
より大きい場合は､1 回の連続作業時間は 30 分以内､1 日の作業時間は次の式により算

出した時間以内としてください。 

 

 T=200÷（a×a)         Ｔ：1 日の最大作業時間(時間) 

           a：周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値( m/s
2 
) 

 

■ 使用前の点検･整備について 

 
製造時の振動レベルを劣化させないため､作業を開始する前に必ず機体各部の点検･整備を行い異常

がないことを確かめてください。 

 

特に､次のような異常がある場合は､速やかに使用を中止し販売店または修理専門店で整備してくださ

い。 

① 振動が大きくなったなど異常な振動を感じたとき 

② 防振ゴムのはがれ､劣化､破損､および固定部のゆるみ､破損 

③ 防振スプリングの伸び､変形、破損､および固定部のゆるみ､破損 

④ ハンドル(左手､右手)の変形､破損 

⑤ ハンドル(左手､右手)取付部のゆるみ､破損 

⑥ 刈刃のゆるみ、ひび割れ、欠け、曲がり、磨耗､チップ飛び（金属刃使用の場合） 

⑦ 刈刃の切れ味不良（金属刃使用の場合） 

 
 
 
 
 

型 式 名 EKK-2620N 

周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値（m/s2） 5.8 

本体乾燥質量（kg） 4.9 

 

注:1) 上記の『周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値』は､ISO 22867：2004 により測定しています。 

注:2) 本体乾燥質量は、ISO 11806 により刈刃、燃料、飛散防護カバーを除いた数値です。 

 

周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値 および 本体質量 

振動障害の防止 
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 － １ －

   正しくお使いいただくために 

本製品をご使用になる前に、この取扱説明書をよく読み理解した上で正しく取扱ってく

ださい。快適に作業をするため、ぜひ守っていただきたい注意事項は下記の通りですが、

これ以外にも本文の中で「   警告サイン」として説明のつど取り上げております。 

 

■ 製品をお使いになる前に 

● ご使用前にこの取扱説明書をお読みにな

り、製品の機能と取扱い上の注意事項を

よくご理解ください。 

 

● 本製品は地表の雑草刈りを用途として設

計されています。不測の事故を招く恐れ

がありますので、本来の用途以外の目的

（樹木の枝落しや植え込みの剪定、材木

の切断など）には使用しないでください。 

 

● 本製品は高速回転する刃物を装備してい

るため、操作を誤ると非常に危険です。 

疲労などで体調が悪い場合や、カゼ薬服

用時、飲酒後など、正常な判断と的確な

操作ができない恐れがある場合は、本製

品を使用しないでください。また、本書の

内容が理解できない人、妊娠している人

や子供には絶対に使わせないでくださ

い。 

 

● エンジンの排気ガスには人

体に有害な一酸化炭素が

含まれています。 

屋内やビニールハウス、 

トンネル内など、通気の悪い場所では本

製品を使用しないでください。 

 

● 次のような場合はお使いにならないでくだ

さい。 

 

① 足元が滑りやすいなど、安定した作業

姿勢の保持が困難な場合 

② 霧や夜間など、作業現場周辺の安全

確認が困難な場合 

③ 天候悪化時（降雨、強風、雷など） 

 

 

● 初めてお使いになる場合は、実作業に入

る前に熟練者から製品の取扱い指導を

受けてください。 

 

● 疲労が重なると注意力が低下し、事故の

原因となります。作業計画にはゆとりを持

たせ、作業時間は『振動障害の防止』の

項に従ってください。 

 

● この取扱説明書は必ず保管して、分らな

いことがあった場合など必要に応じてご

参照ください。 

 

● 小さいお子様の手の届くところに保管しな

いでください。 

 

● 本製品を譲渡または貸与する際は、この

取扱説明書を必ず添付してください。 

 

 

 

 

 

 

 



 

   
 

 － ２ －

   正しくお使いいただくために

■ 使用時の服装・装備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 本製品をお使いになる際は、屋外作業に

ふさわしい服装を整え、次の用品を着用

してください。 

① 保護帽（ヘルメット） 

② 保護メガネおよび顔面防護ネット 

（フェースシールド） 

③ 丈夫な手袋または防振手袋 

④ 滑りにくい丈夫な保護長靴（先芯入り） 

または滑りにくい安全な靴（先芯入り） 

⑤ すね当て 

⑥ 耳覆い（イヤーマフ） 

   

  また、次の用品を携行してください。 

① 製品付属工具および目立てヤスリ 

② 適切な容器に入れた燃料 

③ 交換用刈刃およびナイロンコード 

③ 作業区域表示用具（ロープ、立て札等） 

④ 呼笛（共同作業時や非常時の合図用） 

⑤ なた、手のこ（障害物除去用） 

 

● 裾じまりの悪い衣服や裸足、サンダル、

草履などでの作業はしないでください。 

 

● 事故やけがに備え、次の用具を携行して

ください。 

① 救急箱 

② 止血道具（タオル・手ぬぐい等） 

 

■ 燃料に関する注意事項 

● 本製品のエンジンは、引火

しやすいガソリンを含む「混

合ガソリン」を燃料としてい

ます。 

焼却炉、バーナー、たき火、かまど、電気

スパーク、溶接火花など、引火の恐れが

ある場所では、燃料の補給をしたり燃料

容器を保管したりしないでください。 

 

● くわえタバコでの作業や燃料補給は危険

です。絶対にしないでください。 

 

● 燃料の補給や保管容器への注入作業は

屋外の平坦な場所で行ってください。 

通気の悪い屋内で給油作業をすると気

化した燃料に引火する恐れがあります。 

 

● 使用中に給油する場合は、必ずエンジン

を停止し、周囲に火気がないことを確か

めてから燃料を補給してください。 

 

● 給油後は、燃料容器を密閉してから、３ｍ

以上離れた場所でエンジンを始動してく

ださい。 

 

● 給油時に燃料がこぼれた場合は、エンジ

ンをかける前に、機体に付着した燃料を

完全にふき取ってください。 

 

 

保護帽（ヘルメット）

をかぶる。 

保護メガネ

をつける。 

耳覆い（イヤー

マフ）を必ずつ

ける。 

アゴヒモのむす

びは、たらさない

ようにする。 

腕カバー

裾じまりの

よいもの。

手袋は、丈夫

なものでいつ

も乾いているこ

と。 

はきものはすべり止

めのあるものにし、

靴下はいつも乾いて

いること。 

呼笛は、たら

さずにポケッ

トに入れる。 

（合図に使う） 

すね当て 



 

   

 － ３ －

   正しくお使いいただくために 

■ 使用前の注意事項 

● 作業を始める前に現場の状況（地形、刈
り払う草の性質、障害物の位置、周囲の
危険度など）をよく確かめ、移動可能な障
害物は除去してください。 

● 作業者から１５ｍ以内を危険区域とし、こ
の中に人が立ち入らないよう標識ロープ
で囲む、立て札を立てる等の警告表示を
してください。また、数人で共同作業を行
う場合は、緊密に合図しあうなどして常に
安全間隔を確保してください。 

● 作業を開始する前に機体各部を点検し、
ネジ類のゆるみ、燃料漏れ、損傷、変形
などの異常がないことを確かめてください。
特にナイロンカッタ（刈刃）およびナイロン
カッタ（刈刃）取付部は入念に点検してく
ださい。 

● 飛散防護カバーを
取り外した状態で
使用しないでくださ
い。 

 

 

● 肩掛バンドは正しく着用し、作業時は機
体の所定位置に接続して使用してくださ
い。 

● ナイロンカッタ（刈刃）
取り付け時は本書ま
たはナイロンカッタ（刈
刃）付属の取り付け要
領に従って正しく取り
付けてください。 

 

● ナイロンカッタ（刈刃）を締め付け後、手回
しして振れや異音がないことを確かめてく
ださい。振れがあると異常振動やナイロ
ンカッタ（刈刃）取付部ゆるみの原因とな
り非常に危険です。 
☆本製品またはナイロンカッタ（刈刃）の
損傷および飛散により、事故や重大な人
身事故を招く恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 金属刃使用時  

● 刈刃は、作業条件に合わせて本取扱説

明書記載の弊社純正品の中から適切な

タイプを選択使用してください。 

 

● 刈刃は直径２５５ｍｍ以下の刈刃を使用

してください。直径２５５ｍｍよりも大きな

刈刃は絶対に使用しないでください。 

☆本製品または刈刃の損傷および飛散

により、事故や重大な人身事故を招く恐

れがあります。 

 

● 刈刃はよく目立てされたものを使用してく

ださい。 

 

● 刈刃は、欠け、ひび割れ、曲がりなどがな

いことを確認してから使用してください。

異常のある刈刃は絶対に使用しないでく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 刈刃を目立てするときは割れ防止のため

必ず刃元に丸みをつけてください。 

 

 

 

 

飛散防護カバー

締まる

××××正

正
××××

丸のこ刃 ８枚刃 

ひび割れ チップ飛び 



 

   
 

 － ４ －

   正しくお使いいただくために

■ エンジン始動時の注意事項 

● エンジンを始動する時は周囲（１５ｍ以

内）の安全をよく確かめてください。 

 

 

 

 

 

● 始動時は機体を地上において、ナイロン

カッタ（刈刃）やスロットルレバーが地面や

周囲の障害物に触れないよう機体をしっ

かり押えてください。スロットルレバーが

始動位置にない状態でエンジンを始動す

ると、始動と同時にナイロンカッタ（刈刃）

が回り出し、非常に危険です。 
 

● エンジン始動時は、常にスロットルレバー

をアイドリング位置（完全に戻した状態）

にしてください。 
 

 

● エンジン始動後、スロットルレバーをアイ

ドリング位置に戻した状態でナイロンカッ

タ（刈刃）が回らないことを確かめてくださ

い。 

ナイロンカッタ（刈刃）が回り続ける場合

はエンジンを停止し、スロットルワイヤ他

の点検整備を行ってください。 

（本文３７ページ参照） 

 

 

 

■ キックバックに関する注意事項 

● キックバックとは、高速回転している金属

製刈刃が石や樹木、コンクリート、杭、支

柱など硬くて切れない固定物に触れた際

に、反作用で機体が瞬間的に大きく振ら

れる現象をいいます。 

キックバックが起きると機体が思わぬ動き

をするため、正常な操作ができなくなる危

険があります。キックバック防止のため、

以下事項を必ず守ってください。 

 

① 作業前にキックバックの恐れがある障

害物の位置を確かめ、その周囲の草

を取り除いて分かりやすくしておくこと。 

 

② 作業時は、機体のハンドルグリップ部

以外を持って操作しないこと。 
 

③ 作業中は金属製刈刃から目を離さな

いこと。目を離す必要がある場合はス

ロットルレバーを「低速」位置に戻すこ

と。 
 

④ 金属製刈刃が足元に近づいたり腰よ

り上になるような機体操作はしないこ

と。 

 

 

 

 

 

■ 運搬時の注意事項 

● トラックで運搬するときは、ロープなどで

荷台に確実に固定してください。 

危険ですので自転車やバイクでの運搬は

しないでください。 

 
● 燃料タンクに燃料を入れたまま長時間悪

路上を運搬しないでください。キャップが
ゆるみ燃料が漏れ出す恐れがあります。 

 

● 金属製刈刃使用時は、刈刃に付属の刈

刃カバーを装着するか、適切な覆いをし

てください。 

 

 



 

   

 － ５ －

   正しくお使いいただくために 

■ 作業時の注意事項 

● 作業時は機体の握り部（ハンドルグリッ

プ）を両手でしっかり握って操作してくださ

い。作業を中断する場合は、スロットルレ

バーを完全に戻し、エンジンを停止してか

ら手を離してください。 

 

● 刈払作業はゆとりのある安定した姿勢で

行ってください。 

 

● エンジンの回転は作業に必要な範囲に

保ち、不必要に上げないでください。 

 

● ナイロンカッタ（刈刃）に巻き付いた草を

取り除いたり、ナイロンカッタ（刈刃）や機

体の点検、燃料補給が必要な場合は必

ずエンジンを停止し、ナイロンカッタ（刈

刃）の回転が完全に停止してから行ってく

ださい。 

 

● ナイロンカッタ（刈刃）が石などの硬いもの

に当ったときはすぐにエンジンを停止し、

ナイロンカッタ（刈刃）に異常がないか点

検してください。 

異常があった場合は作業を中止し、正常

なナイロンカッタ（刈刃）に交換してくださ

い。 

 

●作業中に後方から声をかけられた場合は、

振り向く前に必ずエンジンを停止してくだ

さい。 

 

● 電気ショックを受ける可能

性がありますので、エンジン

運転中はスパークプラグ

やプラグコードに触れない

でください。 

 

● 高温によるやけどの恐れがありますので、

エンジン運転中および停止後エンジンが冷

えるまでは、マフラ、マフラカバー、シリンダ、

スパークプラグ、ギヤケースなどの高温部

に触れないでください。 

 

● 作業を中断して移動するときは、エンジ

ンを停止し、ナイロンカッタ（刈刃）を前

向きにして持ち運んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

● 運転中は、冷却用空気取入口に物を差

し込んだりしないでください。 

回転部品に触れる恐れがあり危険です。 

 

■ 整備上の注意事項 

● この取扱説明書では、製品の機能維持

に必要な整備について説明しています。

本書に記載されていない整備が必要な

場合は、お買い上げ店にご相談ください。 

 

●製品の改造や分解等はしないでください。

運転中に機体が破損したり、正常な操作

ができなくなる危険があります。 

 

● 点検整備時は、必ずエンジンを停止してく

ださい。 

 

● エンジン停止直後は、素手

でマフラやスパークプラグに

触れないでください。 

高温のためやけどの危険が

あります。 

 

● ナイロンカッタ（刈刃）の着脱をするとき

は、けが防止のため丈夫な手袋を着用

してください。 

 

● ナイロンカッタ（刈刃）などの交換用部品

や補充用油脂類は、必ずリョービ純正品

または指定銘柄品を使用してください。 
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   正しくお使いいただくために

■ 警告ラベルとその取扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ラベルのメンテナンス】 

（１） 警告ラベルは、いつもきれいにして傷つけないようにしてください。 

（２） 警告ラベルが汚損したりはがれた場合はお買い上げの販売店に注文し、

新しいラベルに取り替えてください。 

（３） 新しいラベルを貼る場合は汚れを完全にふき取り、乾いた面にして元の

位置に貼ってください。 

② 

① 

取扱説明書 

を読むこと 

ヘルメット・ 

保護メガネ・ 

耳栓着用のこと 

飛散防護カバー

を取り外さない 

こと 

１５ｍ以内に人を

近付けないこと 

【貼付位置】
① 

②



 

 

 

 サービスと保証について  
 

 

 
 ご相談窓口
－ ７ －

 

本製品に関するお問い合わせや消耗品のお求め、サービスのご用命は、お買い上げい
ただいた販売店で承ります。 

お問い合わせの際は型式名と製造番号（下図参照）をご連絡ください。 

製品およびサービスに関してお気付きの点やご意見等ありましたらお気軽にお近く
の弊社営業所窓口にお寄せください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    警 告 

機械の改造は危険ですので、改造しないで

ください。 

改造した場合や取扱説明書に述べられた正

しい使用目的と異なる場合は、メーカー保証

の対象外になるのでご注意ください。 

エンジン型式名 
エンジン製造番号 
（例） 

本体型式名 
本体製造番号
（例） 

  発売元     機種名   バーコード 
（例） 



 

 － ８ －

 製 品 主 要 諸 元  
 
 

モ デ ル EKK-2620N 

ハ ン ド ル 形 式  両手 

質         量  ※ １ kg 4.9 

全  装  備  質  量  ※ ２ kg 5.8 

全 長 mm 1797 

全 幅 mm 640 外形寸法  ※ ２ 

全 高 mm 462 

燃 料 タ ン ク 容 量 L 0.66 

連 続 運 転 時 間 分 約 70 

適 用 刈 刃  ナイロンカッタ 

ス ロ ッ ト ル レ バ ー  セーフティアクセル 

動 力 伝 達 方 式  自動遠心クラッチ、スパイラルベベルギヤ 

減 速 比  1.462 (19:13) 

刈 刃 回 転 方 向  反時計回り（作業者から見て） 

形 式  GZ26S 

排 気 量 cm3 25.4 

使 用 燃 料  潤滑油混合ガソリン 

混 合 比  ５０（無鉛ガソリン）：１（２サイクル専用ＦＣ級またはＦＤ級オイル） 

キ ャ ブ レ タ  バタフライ式 

点 火 方 式  無接点式フライホイールマグネト 

ス パ ー ク プ ラ グ  チャンピオン RCJ6Y 

始 動 方 式  リコイルスタータ式（K スタート） 

エ 

 

ン 

 

ジ 

 

ン 

停 止 方 式  点火回路一次側短絡式 

（※１）質量にはナイロンカッタ（刈刃）、飛散防護カバー、肩掛バンド、燃料を含んでおりません。 
（※２）標準刈刃装着時。飛散防護カバー、肩掛バンドを含む。燃料は含んでおりません。 
改良などにより商品の細部仕様が本書記載内容と異なることがあります。ご了承ください。 



 

 

 － ９ －

 各 部 の 名 称  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 標 準 付 属 品  
 
 

図番号 品名 数量

1 ナイロンカッタ（刈刃） 1 

2 カバー 1 

3 シャフト M7 1 

4 左手ハンドル 1 

5 肩掛バンド 1 

6 保護メガネ 1 

7 刈刃収納バッグ 1 

8 ソケットレンチ 1 

9 六角棒レンチ 1 

10 ドライバ 1 

11 ボルト 2 

12 クランプ 1 

13 スペーサ 1 

14 飛散防護カバー 1 

15 ナイロンカッタ用飛散防護カバー 1 

16 取扱説明書 1 

ナイロンカッタ（刈刃） 

飛散防護カバー 

右手ハンドル 

リコイルスタータ 

マフラ 

燃料タンク 

左手ハンドル 

エンジンスイッチ スロットルレバー 

チョークレバー

スパークプラグ 

ギヤケース 

エアクリーナ

リヤグリップ 

ハンガー 

メインパイプ 

ハンドルブラケット

燃料タンクキャップ 

クランプ 

スクリュ（2） 

セーフティレバー

2 

1 9 

4 
16

11

3 

10

5 

6 

7 

8 

12

13

14 15
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  組   立  
 

注 意 ● 組立時は各部品を正しく組み付けてください。組み付けを誤ると事故を招く恐れ

があります。 

● ご自身で組立が困難な場合はお買い上げ店にご相談ください。 

 

■ ハンドルの取り付け 

注 意 ● スロットルケーブルがねじれた状態でハンドルを

組み立てないでください。正しく組み付けないと、

始動と同時に刈刃が回りだし、けがを負う可能性

があります。 

 

 

● ケーブルが引っ張られる位置までハンドルを移動

しないでください。ケーブルが引っ張られて刈刃が

回りだし、けがを負う可能性があります。 

 

 

 

1.1.1.1.    メインパイプに組み付けられているキャップ
取付用の締付ボルト（Ｍ５×２５）４本を付属の
ソケットレンチでゆるめてください。 

2.2.2.2. 右手ハンドル（スロットルレバー付）と左手ハ
ンドルを向かい合わせにブラケットに差し込
み、ハンドルの端同士をブラケット中央部で突
き当て、ブラケット端部を右手ハンドルの位置
決めラベルに合せてからボルトを元通り均等
に締め付けてください。 

 【締付トルク】 
４．７～８．８Ｎ・ｍ ｛４８～９０ｋｇｆ・ｃｍ｝ 

 

 

 

 

図１ 

左手ハンドル 

キャップ 

締付ボルト（M5×25） 

ハンドルブラケット 

右手ハンドル

位置決めラベル

エンジン側



 

 

 － １１ －

■ 飛散防護カバーの取り付け 

注 意 飛散防護カバーを取り外した状態で使用しないでください。 

 

1.1.1.1.    付属のナイロンカッタ用飛散防護カバー突起
部を、付属の飛散防護カバーのガイド穴の奥ま
で挿入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.2.2. 飛散防護カバーとメインパイプの間にスペー
サを入れ、付属のクランプの端部を位置決めラ
ベルに合わせてから付属のボルト（Ｍ６×３０）
２本で均等に締め付けてください。 

 【締付トルク】 
２．０～２．９Ｎ・ｍ ｛２０～３０ｋｇｆ・ｃｍ｝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 

図２ 

ガイド穴 

突起部 

ナイロンカッタ用飛散防護カバー 

飛散防護カバー 

スペーサ

メインパイプ

クランプ 

ボルト（M6×30） 

位置決めラベル 

飛散防護カバー 

飛散防護カバー 
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■ ナイロンカッタ（刈刃）の取り付け 

警 告 ● エンジンをかけたままナイロンカッタの取り付け、取り外しをしないでください。 

● 交換用ナイロンカッタ（刈刃）、ナイロンコードおよびナイロンカッタ（刈刃）取

付金具類は純正品をお使いください。 

● ナイロンカッタ（刈刃）着脱時は刈払機を確実に固定し、丈夫な手袋を着用し

てください。 

● ナイロンカッタ（刈刃）は、ギヤケース側から見て左回転（反時計回り）します。 

● ナイロンカッタ（刈刃）取り付け時、ギヤシャフトのねじ部に土砂等が詰まってい

る場合は、確実に取り除いてください。ナイロンカッタ（刈刃）取付部のゆるみの

原因となり非常に危険です。 

 

1.1.1.1. 付属品の六角棒レンチをピンの穴に差し込
み、引き抜いてください。 

    

    

    

    

    

2.2.2.2. 刃受金具の固定穴とギヤケースの差込穴を
合わせて付属品の六角棒レンチを差し込み、
軸が回らないように固定してください。 

3.3.3.3. ギヤケースを裏返し、付属のソケットレン
チで刈刃取付ボルトを時計方向に回してゆ
るめてください。 

 

 

 

4.4.4.4. スプリングワッシャ付き刈刃取付ボルトお
よび刃押金具を外してください。 

注 意 取り外した刃押金具、スプリン

グワッシャ付き刈刃取付ボルト

は金属刃を使用するときに必要

になりますので保管してくださ

い。 

5.5.5.5. ギヤシャフトのねじ部に土砂等が詰まって
いる場合は、確実に取り除いてください。 

図４ 

図５ 

六角棒レンチ 

ゆるむ 
ソケットレンチ 六角棒レンチ

六角棒レンチ ピン

六角棒レンチ

図６ 
スプリングワッシャ付き

刈刃取付ボルト 
刃押金具 

刃受金具 

ギヤシャフト 

ギヤケース 
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6.6.6.6. 六角棒レンチで回り止めをし、カバーを刃受け
金具にあてがいながらシャフトをギヤケース
側にねじ込んでください。 
（シャフトのギヤケースにねじ込む側は７ｍｍ

左ねじです）。 

7.7.7.7. ナイロンカッタ（刈刃）を手で左回転方向に
回してシャフトにねじ込んでください（左ねじ
です）。 

    

    

    

    

    

    

    

    

8.8.8.8. ピンをギヤケースの差込穴に押し込み、確
実に固定されていることを確認してくださ
い。 

 

    

    

    

    

    

    

 

 

 

図７ 

図８ 

ピン 

スキマがなくなる 

位置まで押し込む

六角棒レンチ 

ナイロンカッタ（刈刃） 

締まる 

ゆるむ

７ｍｍ左ねじ

カバー 

刃受金具 

ギヤシャフト

ギヤケース 

シャフト 
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■ 金属刃（別販売品）の取り付け 

警 告 ● エンジンをかけたまま刈刃の取り付け、取り外しをしないでください。 

● 交換用刈刃および刈刃取付金具類は純正品をお使いください。 

● 刈刃着脱時は刈払機を確実に固定し、丈夫な手袋を着用してください。 

● 刈刃は、ギヤケース側から見て左回転（反時計回り）します。裏表にある刈刃を

使用するときは、刃の向きを確かめてから取り付けてください。特に、チップソー

は、逆向きに取り付けると、チップが破損して飛ぶことがあり、危険です。 

● 刈刃取り付け時、ギヤシャフトのねじ部に土砂等が詰まっている場合は、確実に

取り除いてください。刈刃取付部のゆるみの原因となり非常に危険です。 

● 刈刃取り付け時は、電動インパクトドライバ等の過大なトルクがかかる工具を使

用したり、体重をかけて締め付けないでください。過大な締め付けにより、刈刃

取付ボルトやギヤシャフトが破損し、事故や重大な人身事故を招く恐れがありま

す。必ず、付属のソケットレンチを用いて確実に締め付けてください。 

● 刈刃取付ボルト頭部が摩耗し始めたら、ボルトおよびボルトカバーを新品と交換

してください。刈刃取付時にソケットレンチが外れ、けがの恐れがあり非常に危

険です。 

 

警 告 刈刃は直径２５５ｍｍ以下の刈刃を使用してください。直径２５５ｍｍよりも大きな刈

刃は絶対に使用しないでください。本製品または刈刃の損傷および飛散により、事

故や重大な人身事故を招く恐れがあります。 

 

1.1.1.1. 付属品の六角棒レンチをピンの穴に差し込
み、引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 
2.2.2.2. 刃受金具の固定穴とギヤケースの差込穴を
合わせて付属品の六角棒レンチを差し込み、
軸が回らないように固定してください。 

3.3.3.3. ギヤケースを裏返し、付属のソケットレン
チで刈刃取付ボルトを時計方向に回してゆ
るめてください。 

 

図９ 

図１０ 
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 － １５ －

4.4.4.4. スプリングワッシャ付き刈刃取付ボルトお
よび刃押金具を外してください。 

5.5.5.5. ギヤシャフトのねじ部に土砂等が詰まって
いる場合は、確実に取り除いてください。 

    

    

    

    

    

6.6.6.6. 刈刃に刈刃カバーを取り付けてください。 
（１６ページ「図１６」参照） 

7.7.7.7. 刈刃を、文字のある面をギヤケース側にして刃
受金具にのせ、刈刃の穴を刃受金具の凸部に正
しくはめてください。 

 重要  刈刃の穴を刃受金具凸部に正しくはめて

ください。 

8.8.8.8. 刃押金具を、向きを間違えないようにギヤシャ
フトにはめてください。 

    

    

    

    

    

9.9.9.9. 六角棒レンチで回り止めをしてから、スプリ
ングワッシャ付き刈刃取付ボルトをソケッ
トレンチで反時計方向に回して確実に締め
付けてください。 

 【締付トルク】 
１４．７～１９．６Ｎ・ｍ ｛１５０～２００ｋｇｆ・ｃｍ｝ 
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 － １６ －

11110.0.0.0. ピンをギヤケースの差込穴に押し込み、確
実に固定されていることを確認してくだ
さい。 

 

 

 

 

□ ナイロンカッタ用飛散防護カバーの取り外し 
ナイロンカッタ用飛散防護カバー突起部を、飛

散防護カバーのガイド穴から外してください。 

注 意 取り外したナイロンカッタ用飛散

防護カバーは保管しておき、ナ

イロンカッタを使用するときに

は、必ず取り付けてください。 

 

 

 

 
 

□ 回転方向の確認 

 重要  刈刃を上から見て、取付方向に間違いが

ないか確認してください。 

 

 

 

 

 

 
□ 刈刃カバー（別販売品）の取り付け方 

1.1.1.1. 刈刃の刃先を刈刃カバーの溝にはめ込んで
からフックで固定してください。 

2.2.2.2. 取り外すときは、フックを外し、刈刃カバーを
外側に広げるようにして刈刃から外してくだ
さい。 

 

図１５ 

図１４ 

図１６ 

図１３ 
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 － １７ －

  燃   料   
 

危 険 ● 燃料は非常に引火しやすいため取扱いを誤ると火災事故の原因となります。 
また、気化した燃料は爆発して死傷事故を起こす恐れがあります。 

● 燃料の混合時は必ず火気を遠ざけ、タバコは吸わないでください。 
● 混合作業は屋外で行ってください。 
● 刈払機や燃料容器を、たき火やバーナーなどの火気の近くに放置しないでく

ださい。 
 

警 告 ● 燃料タンクキャップを開ける前に製品および補給用タンクを地面に置くなどして、
帯電している静電気を除去してください。 

● 燃料補給時に金属製の漏斗を使用しないでください。静電気が燃料に放電して火
災の原因となります。 

● 燃料タンクキャップを開けるときはゆっくりと開けて、タンク内の圧力を逃がしてく
ださい。 

● 燃料パイプ、燃料グロメット、燃料タンク周辺から漏れやにじみがある場合は、直
ちに使用をやめ、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

● 補給用燃料は、火気のない日陰に置いてください。 
● 余った燃料は、金属製のガソリン携行缶で保管してください。 
● 燃料を運搬する際は、金属製のガソリン携行缶を使用してください。 

 

重 要 ● オイルが混合されていないガソリン（生ガソリン）を使うとエンジンが焼き付き
ます。給油時は燃料が正しいか確かめてください。 

● 燃料は紫外線や高温に長時間さらされると変質劣化し、始動不良や出力不足な
どの原因になります。混合した燃料は、３０日以内を目安に使い切るようにしてく
ださい。 

● 水が混入した燃料を使うと、キャブレタやエンジンの内部が腐食します。刈払機
や燃料容器に水がかからないようにしてください。 

● ４サイクルエンジン用オイルは使わないでください。スパークプラグ汚損やピストン
リング固着、マフラ詰まりなどを起こしやすくなります。 

● エンジン不調の原因となりますので指定外のオイルや混合比で使用しないでく
ださい。 

 

燃料は、最寄りのガソリンスタンドで「空冷２
サイクルエンジン用混合ガソリン」をお求めにな
るか、自動車用無鉛ガソリンと空冷２サイクル専
用ＦＣまたはＦＤ級オイルを左図割合で混合容器
に入れ、容器を振ってよく混ぜ合わせたものを使
用してください。 

目安表 

 

 

 

 

図１７ 

ガソリン ２サイクル専用オイル 

 ４００ｍＬ   ８ｍＬ 

１０００ｍＬ  ２０ｍＬ 

５０００ｍＬ １００ｍＬ 

 

５０ ： １ 
（無鉛ガソリン） ： （２サイクル専用ＦＣ、ＦＤ級オイル） 

 



 

 － １８ －

  給   油   
 

危 険 ● 燃料タンクへの給油は屋外の平坦な場所で行ってください。 

給油時は火気を遠ざけタバコは消してください。 

● 作業の途中で給油する場合は、必ずエンジンを停止し、冷えてから行ってくだ

さい。 

● 燃料タンクキャップは確実に締め付けてください。 

● 給油時にこぼれた燃料はエンジンを始動する前に布でよくふき取ってください。 

 

重 要 燃料タンクへの給油量は、８分目を目安にしてください。 

燃料を入れ過ぎると、運転時に燃料タンクキャップから燃料が漏れる恐れがありま

す。 

 

1.1.1.1. 給油する機械を屋外の平坦な場所に置き、安定
させてください。 

2.2.2.2. 燃料タンクのキャップを少しゆるめ、燃料タン
ク内と外部の気圧差を取り除いてください。 

3.3.3.3. 燃料タンクのキャップを取り外し、８分目を目
安に少しずつ給油してください。 

4.4.4.4.    給油が終わったら燃料タンクのキャップを確
実に締め付けて、燃料漏れのないことを確認し
てください。    

 

 

 

 

― リョービ ニュービッグバンガソリン ― 

「リョービ ニュービッグバンガソリン」は、運転休止期間の長いエンジン機器用に開発された２サ
イクルエンジン専用の混合燃料です。 

◎変質しにくい特殊ガソリンの採用でキャブ詰まり追放 
◎エンジン内部を摩耗や汚れから守り、排気をきれいにする各種添加剤配合 
◎混合の手間不要 
◎給油・持ち運び・保管に便利な金属容器入り 
などのすぐれた特長を持っており、運転休止の直前にお使いになるだけで運転再開時のエンジントラ
ブル予防効果を発揮します。 
詳しくはお買い上げ店にお問い合わせください。 

図１８ 

燃料タンク 

燃料タンクキャップ 



 

 

 － １９ －

 エンジンのかけかた  
 

危 険 ● 燃料を補給後エンジンを始動する場合は、機械を給油した場所から３ｍ以上離
れた場所に移してから始動してください。 
給油した場所で始動すると引火による火災の恐れがあります。 

● 室内や換気の悪い場所ではエンジンを始動しないでください。 
人体に有害な一酸化炭素中毒の恐れがあります。 

 

警 告 ● エンジンの始動、停止時、移動時は常にスロットルレバーをアイドリング位置に
してください。レバーがアイドリング位置以外になっていると、ナイロンカッタ（刈
刃）が回転し始めてしまうので非常に危険です。 

● エンジン停止時、移動時には必ずエンジンスイッチを「停止」側にしてください。 
 

注 意 ● 給油時にこぼれた燃料は、エンジンを始動する前に布で確実にふき取ってから
エンジンを始動してください。 

● 始動前に機体各部を点検し、ハンドル取付部のゆるみやスロットルレバーの作
動不良、刈刃取付部のゆるみや燃料漏れなどの異常がないことを確かめてくだ
さい。 

● 始動時は機体を地面に置いて確実に保持してください。ナイロンカッタ（刈刃）が
地面や周囲の障害物に触れる危険がありますので、機体を片手で持上げたま
ま始動しないでください。 

● スロットルレバーを引いた状態でエンジンを始動しないでください。始動と同時に
ナイロンカッタ（刈刃）が動き始めますので非常に危険です。始動時は機体を安
定した地面に置き、ナイロンカッタ（刈刃）の周囲から障害物を遠ざけてください。 

● 始動時はナイロンカッタ（刈刃）が地面に触れないようにし、周囲の障害物を遠
ざけてください。 

● スロットルレバーを完全に戻してもナイロンカッタ（刈刃）が回り続ける場合は、エ
ンジンを停止してスロットルワイヤおよびキャブレタのアイドル調整スクリュを点
検してください。 

● エンジンがかかったらナイロンカッタ（刈刃）が動かないことを確認してください。 
ナイロンカッタ（刈刃）が動き続ける場合は、エンジンを停止してスロットルワイヤ
およびキャブレタのアイドル調整スクリュを点検してください。 

● 運転時は常に両手でグリップ部を握り、ナイロンカッタ（刈刃）から目を離さない
でください。 

● 高温によるやけどの恐れがありますので、エンジン運転中および停止後エンジ
ンが冷えるまでは、マフラ、マフラカバー、シリンダ、スパークプラグ、ギヤケース
などの高温部に触れないでください。 

● 感電によるショックを受けることがありますので運転中はスパークプラグやプラ
グコードに手を触れないでください。 

 

重 要 チョークを閉じたまま始動操作を繰り返すと、スパークプラグの電極がぬれてエンジ
ンがかからなくなることがあります。このような場合は、チョークを開き、スロットルレ
バーを全開に近い位置にセットしてからスタータロープを繰り返し引くか、スパーク
プラグを取り外して電極を乾かしてから始動操作をやり直してください。 



 

 － ２０ －

1.1.1.1. エンジンスイッチを「運転」側に押してくださ
い。 

2.2.2.2. スロットルレバーをアイドリング位置にセッ
トしてください。 

 

 

 

 

3.3.3.3. エアクリーナ前面のプライマポンプでキャブ
レタに燃料を満たします。 
燃料が透明なパイプを通ってタンクに戻り始
めるまで、ポンプを指で押して離す操作を繰り
返してください。（１０回以上） 
オーバーフローする燃料は、燃料タンクに戻る
構造になっているため、吸込み過ぎの弊害およ
び漏れはありません。 

 補足  エンジンが暖まっているとき（停止後、約

１５分以内）は、プライマポンプの操作は不要です。 

但し、燃料がなくなり、燃料の補充をした後の再始動

時には、プライマポンプの操作をしてください。 

4.4.4.4. エアクリーナ右側のチョークレバーを時計方
向に回してチョークを始動（閉）位置にしてく
ださい。 

 補足  エンジン停止直後に再始動する場合

は、チョークが運転（開）位置のままスタータロープ

を引いてください。 

 

 

 

 
5.5.5.5. 機体を安定した地面に置き、ナイロンカッタ
（刈刃）の周囲の安全を確かめてから、左手で
クラッチハウジングを押えながら右手でス
タータノブを引いてください。 

 重要  スタータ故障の原因となりますので、ロー

プを 後まで引き出したり、ノブから手を離して戻し

たりしないでください。 

 

図１９ 

図２０ 

図２１ 
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 － ２１ －

6.6.6.6. 初爆を確認したらチョークレバーを暖機（中
間）位置にしてください。 

 注意  初爆後エンジンが停止した場合は、

チョークレバーを暖機（中間）位置にし、機体を安定

した地面に置いてナイロンカッタ（刈刃）の周囲の安

全を確かめてから、左手でクラッチハウジングを押さ

えながら右手でスタータノブを引いてください。 

7.7.7.7. セーフティレバーを握りながら、スロットルレ
バーを徐々に開いてエンジンの回転を上げ、ス
ロットルレバーを全開にして５～１０秒程度暖
機運転をしてください。 

 

8.8.8.8. セーフティレバーを離します。その際、ナイロ
ンカッタ（刈刃）が停止することを確認してく
ださい。次にチョークを運転（開）位置にして
ください。 

 補足  セーフティレバーを離すとエンジンはアイ

ドリング状態となり、ナイロンカッタ（刈刃）が停止しま

す。 

セーフティレバーを一度離すと、再びセーフティレ

バーを握るだけでは元の回転速度に戻りません。 

再度、スロットルレバーを調整してください。 

（「9.」項参照） 

9.9.9.9. 暖機運転後、セーフティレバーを握りながらス
ロットルレバーを徐々に高速側に移動させる
とエンジンの回転が上がり、ナイロンカッタ
（刈刃）が回り始めます。作業に適した回転速
度が得られる位置にスロットルレバーをセッ
トしてください。 

 

 

 

 

 重要  作業を開始する前に、３０秒以上アイドリ

ングで運転してください。 

 重要  エンジンが始動した状態で、スロットルレ

バーを操作する前、または操作中にエンジンが停止

した場合は、チョークレバーを開いた状態から、リコ

イルスタータを引いて始動させてください。 

図２４ 

低速側（アイドリング） 

高速側（全開） 

図２３ 
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 － ２２ －

□燃料の吸い過ぎについて 

重 要 ● エンジンが暖まっているときに、チョークレバーを閉じた状態で、リコイルスタータ

（ロープ）を何回も引くと、燃料の吸込み過ぎとなります。 

この場合はスロットルレバーを一杯に開き、チョークレバーを開いた状態で、リコ

イルスタータ（ロープ）をエンジンがかかるまで（１０～１５回位）引いてください。 

● マフラから燃料が出てくるほどの大量の吸い込み過ぎの場合は、スロットルレ

バーを全開、チョークレバーを開いて、再度リコイルスタータ（ロープ）を約３０～

４０回（素早く）引いて、始動させます。 

 

 

 

 エンジンのとめかた  
 

注 意 ● 緊急時は直ちにエンジンの停止操作をしてください。 

● ナイロンカッタ（刈刃）はエンジン停止直後も惰性でしばらく回ります。 

完全に止まるまで刈刃に触れないでください。 

● 高温によるやけどの恐れがありますので、停止後エンジンが冷えるまでは、マフ

ラ、マフラカバー、シリンダ、スパークプラグ、ギヤケースなどの高温部に触れな

いでください。 

 

1.1.1.1. スロットルレバーを完全に戻し、セーフティレ
バーを離してください。 

2.2.2.2. エンジンスイッチを「停止」側に押してくださ
い。（ＳＴＯＰの刻印が隠れます。） 

 

 

 

 

 

 

 

図２５ 

エンジンスイッチ

「停止」側にする

スロットルレバー

アイドリング 
セーフティレバー 

離す 



 

 

 － ２３ －

 操 作 方 法  
 

注 意 ● 使用時は、本書の「正しくお使いいただくために」（１～６ページ）記載の注意事

項を守って正しく操作してください。 

● 刈払機本体を身に着けるときは、スロットルレバーを完全に戻してナイロンカッタ

刈刃の回転が停止してから行ってください。 

 

重 要 作業時はナイロンカッタ（刈刃）を障害物に打ち当てないように注意してください。 

高速回転しているナイロンカッタ（刈刃）を木の幹や切り株、石などに強く打ち当てる

と、ナイロンカッタ（刈刃）や駆動部が損傷したりメインパイプが曲がったりする恐れ

があります。 

 

■ 肩掛バンドの装着 

注 意 ● 装着前にハーネスとハンガーに変形や損傷がないことを確認してください。 

● 装着後に機体を押し下げ、フックが容易に外れたりバンドがゆるんだりしないこ

とを確認の上ご使用ください。 

 

1.1.1.1. 付属の肩掛バンドを、フックが右側の腰に
くるように着用してください。 

2.2.2.2. エンジンを始動し、肩掛バンドのフックを刈払
機のハンガーに確実にかけてください。 

3.3.3.3. 肩掛バンドの長さは、自然な姿勢で刈払機を
持ったときに、肩掛バンドがたるまずナイロン
カッタ（刈刃）が水平になるように調節してく
ださい。 

警 告 運転中エンジンは高温になりま

す。また、素手で触れられる温

度でも長時間接触しているとや

けどをする恐れがあります。作

業中に衣服の上からでも肘など

身体がエンジンに当たらないよ

う正しい姿勢で作業してくださ

い。 

 

 

 

図２６ 

フック

ハンガー



 

 － ２４ －

■ 緊急離脱ツマミの操作方法 

注 意 緊急離脱ツマミを使って刈払機を切り離す場合は、必ず左手で機体を支えながら

ツマミを操作してください。機体を支えずに切り離すと刈払機が落下します。 

 

フック上部の凹部を両側から指でつまんでく
ださい。 
フック保持部が２つに分離し、フックをハンガー
にかけたまま、肩掛バンドと刈払機を切り離すこ
とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

■ ナイロンコードの引き出し 

●●●● 作業前の場合 
コードを引きながら A 部を地面に軽く打ち
当ててください。 
これでコードは４～６ｃｍ出ます。 

 

 

 

 

 

●●●● 作業中の場合（エンジン始動後） 
ナイロンカッタを回転させながら A 部を地
面（コンクリート面は不可）に軽く打ち当てて
ください。 

 

 

 

 

図２７ 

フック

ハンガー 

図２８ 

引く 

○Ａ  

引く 

軽く打ち当てる 

○Ａ  

地面へ軽く「ポン！」 

コードが繰り出す



 

 

 － ２５ －

■ 刈払い作業 

警 告 ● 金属刃使用時は、刈刃の右半分で草を切ら
ないでください。キックバック（跳ね返り）が
起きやすくなり、対応を誤ると重傷事故を招
く危険があります。 

 

● 飛散防護カバーに破損または亀裂が見つかったら交換してください。 

● 刈刃取付ボルト頭部が摩耗し始めたら、ボルトおよびボルトカバーを新品と交換

してください。刈刃取付時にソケットレンチが外れ、けがの恐れがあり非常に危

険です。 

● 作業中、マフラ周辺にゴミなどが付着した場合、直ちにエンジンを停止し、ゴミを

取り除いてください。 

 

注 意 ● 草むらの中にナイロンカッタ（刈刃）を押し込んで刈るようなことをしないでくださ

い。機械の寿命を短くします。 

● コード先端（１０～１５ｍｍ）で刈ると

きれいに刈れます。また、作業も楽

にできます。 

 

 

● コードの長さが長くなると、エンジン回転が低くなり、作業性も劣りますので、標

準長さ以上にしないように注意してください。 

● 作業中にナイロンカッタ（刈刃）を地面等に打ち当てると、自動的にコードが長く

なりますので、少し浮かして作業してください。 

● ナイロンコードが出過ぎると、飛散防護カバーに付いているカッタでコードが切ら

れ自動的に長さを調整します。 

 

重 要 ● ナイロンカッタ（刈刃）使用時はエンジンの回転を高速にしてください。 

低速回転で使用するとクラッチが滑りやすくなり、摩擦熱でクラッチが損傷す

る恐れがあります。 

● ナイロンコードの長さは１５０ｍｍ以下が適切です。１７０ｍｍより長くして作業し

ないでください。 

● 運転中ギヤケース部に草が巻き付いた

場合は、危険ですのでエンジンを停止し

取り除いてください。取り除かずに使用

すると抵抗により回転が低下し、クラッチ

の早期磨耗やハウジング部の発熱を引

き起こす場合があります。 

 
 

コードの先端部で刈る

飛散防護カバー 

キックバックが

起きやすい範囲



 

 － ２６ －

 金属刃使用時  

● 刈刃を右から左に振りながら草を刈ってください。 

 

 

 

 

 

 

● １回当たりの刈り込み量は普通の雑草で刃の直径
の１／２、ススキやセイタカアワダチソウなど茎の
硬い草では直径の１／３までとしてください。 

 

 

 

 

 

 

● エンジンの回転数は草の抵抗に合わせて調整して
ください。 
畦草などの柔らかい草はスロットル半開程度で十
分ですが、密生したヨモギやツル草などは回転を上
げて刈るようにしてください。 

 

 重要  エンジン回転数が低過ぎると草が巻き付

きやすくなるだけでなく、クラッチの早期摩耗の原因

となります。 

 ナイロンカッタ（刈刃）使用時  

● ナイロンコードは動力消費が大きいため、作業時
はスロットルレバーを２／３以上開けてくださ
い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ナイロンカッタ（刈刃）は、コードの先端部で草を
切ります。コードの長さ分いっぺんに刈ろうとする
と、回転が落ち切りにくくなります。このような場
合はいったん草から離し、回転を上げてから１回当
たりの刈り込み量を浅くしてください。 

 

 

 

 

 

 

● ナイロンコードを左から右に振りながら刈るよう
にすると、切りくずが身体から遠ざかる方向に飛び
ますので服の汚れが少なくなります。 

 

 

 

 

 

 

使用可能範囲 

茎の柔らかい草 茎の硬い草

コードは適切な長さ 

150mm 以下で 

先端部で切る

アイドリング（全閉） 

全開 

２／３以上 



 

 

 － ２７ －

■ ナイロンコードの取り替え 

1.1.1.1.    ケースの爪部を押しながらカバーを引いて外
してください。 

2.2.2.2. リールをカバーから取り出してください。 

3.3.3.3. リールから古いコードを引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4.4.4.4. コードの両端を約１２ｃｍずらして折り曲げ、
リール中仕切りの「切欠き」に引っ掛けてくだ
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３０ 

図２９ 

爪 

カバー 

中仕切り 

ナイロンコード 

１２ｃｍ 

コードクリップ 

切欠き 

折り曲げて 

切欠きに 

引っ掛ける 

リール 

カバー 

コード 



 

 － ２８ －

5.5.5.5. リールの⇒矢印の方向に従ってコードを各々
の溝にしっかり巻き込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 ● 巻き方向を間違えると、コードが繰り出されなくなります。 

● 巻き方がゆるいと、コードが絡みます。 

 

 

6.6.6.6. 巻き終わったコードの端を１０ｃｍ程度残して、
リールのコードクリップに仮止めしてくださ
い。 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

図３１ 

図３２ 

正しい巻き方

コード巻方向 

ゆるく巻くとコード

が絡む 

コードの端を１０ｍｍ程度出す 

コードクリップ 



 

 

 － ２９ －

7.7.7.7. コードクリップの位置をアイレットに合わせ
て、リールをカバーにセットしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.8.8.8. コードをコードクリップから外し、アイレット
の溝に通し、コード先端部をカバーの外へ出し
てください。 

 

 

 

 

 

 

 

9.9.9.9. カバー、リールおよびスプリング等の下側部分
をケースに取り付けてください。 
（パチンと音がするまで確実に取り付けてく
ださい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３３ 

図３４ 

図３５ 

アイレットの溝 

コードクリップ 

アイレット 

凹部 

アイレット 

１０～１５ｃｍ



 

 － ３０ －

 

注 意 爪部がカバーの窓の外周縁にしっかり掛かっていることを確認してください。 

入り込みが不十分のまま使用すると、カバーや中の部品が飛び危険です。 

    

10.10.10.10. 最後にコード長さを適正な長さに調整してく
ださい。 

 重要  コードの長さ 

コードの長さは１５ｃｍが作業上適当です。標準長さ

よりも長い場合は回転が低くなり作業効率も悪くなり

ます。 

 

 

 

 

 

 

図３６ 

窓の外周縁 

爪部の外周縁 



 

 

 － ３１ －

 点 検 整 備  
 

注 意 ● 点検整備時は必ずエンジンを停止してください。 

● 機体の改造やエンジンの分解はしないでください。 

事故や重大な人身事故を招く恐れがあります。製品の改造が原因で故障した場

合は、弊社保証の対象外となります。 

● 部品交換時は純正部品または指定品を使用してください。 

● ご自身で点検整備できない場合は、お買い上げ店に依頼してください。 

■ 作業前後点検 

作業前後に次の点検を行ってください。 
点       検       項       目 処      置 

１ ナイロンカッタ（刈刃） 
・取付ボルトゆるみ 
・割れ、欠け、チップ飛び 

・締め付け 
・交換 

２ 飛散防護カバー 
・取付部ゆるみ 
・破損 

・締め付け 
・交換 

３ ハンドル 
・取付部ゆるみ 
・曲がり、破損 

・締め付け 
・交換 

４ グリップ ・オイル付着 ・ふき取り 

５ スロットルレバー ・動きが悪い ・修理または交換 

６ スロットルワイヤ 
・遊び過大/過小 
・動きが悪い 

・修正 
・修理または交換 

７ 肩掛バンド 
・フックの変形、損傷 
・バンドのほつれ 

・修理または交換 
・修理または交換 

８ エンジン取付部 ・ゆるみ ・締め付け 

９ 燃料タンク 
・取付部ゆるみ 
・燃料パイプ損傷 
・キャップパッキン損傷 

・締め付け 
・交換 
・交換 

１０ ギヤケース ・刈刃取付シャフトのガタ ・修理または交換 

１１ マフラ 
・取付部ゆるみ 
・排気ガス出口の詰まり 

・締め付け 
・マイナスドライバなどで詰まりを取り除く 

■ 定期点検 

下記の使用時間毎に点検を行ってください。 
使 用 時 間 

点   検   整   備   項   目 
２５時間 １００時間 

備   考 

エアクリーナエレメントの清掃 ○   

燃料フィルタの点検清掃 ○   

スパークプラグの点検清掃、調整 ○  スキマ 0.6～0.7ｍｍ 

冷却空気取入口、シリンダフィンの点検清掃 ○   

シリンダ取付ボルトの増締め  ○  

エンジン各部の増締め  ○  

マフラカーボン落し  ○  

エ 

ン 

ジ 

ン 

クラッチドラム汚れ除去  ○  

本体 ギヤケースグリース補給 ○   



 

 － ３２ －

■ ナイロンカッタ（刈刃） 

警 告 ● 作業を安全に行うために、作業開始前と作業終了後には必ずナイロンカッタ（刈

刃）を点検し、ケース爪部の外周がカバーの窓の外周縁までいっぱいに広がっ

ていることを確認してください。ナイロンカッタ（刈刃）のゆるみ、ひび割れ、欠け

などを放置して継続使用すると作業中にナイロンカッタ（刈刃）の破片が飛散し、

作業者や付近にいる人に当たるなどして重大な人身事故を招く恐れがありま

す。 

● ナイロンカッタ（刈刃）点検時は必ずエンジンを停止してください。エンジンをかけ

たまま点検すると機体の転倒等によりナイロンカッタ（刈刃）が回り出す恐れが

あります。 

 

注 意 ● ナイロンカッタ（刈刃）の点検や着脱をするときは必ずエンジンを停止し、丈夫な

手袋を装備してください。 

● 運転直後はギヤケースが高温になっていますので冷えるまで触れないでくださ

い。高温によるやけどの恐れがあります。 

● ナイロンカッタ（刈刃）点検時は必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま点検すると機体の転倒等によりナイロンカッタ（刈刃）が回

り出す恐れがあります。 

 

エンジンを停止して下記の点検を行ってくだ
さい。 

● ケースの爪部の外周縁が、カバーの窓の外周縁
までほぼいっぱいに拡がっていることを確認
してください。 

● カバーやコードホルダの磨耗度合いを点検し
てください。磨耗が激しい場合は、必ず新しい
部品と交換してください。 

● ナイロンカッタ（刈刃）本体のカケやヒビ割れ
を点検してください。カケやヒビ割れのある部
品は、必ず新しい部品と交換してください。 

● 刈払機とナイロンカッタ（刈刃）の取り付けを
点検し、ゆるんでいれば締め直してください。
また、純正のシャフト以外は、取り付けに使用
しないでください。 

● ナイロンカッタ（刈刃）本体を手で回して振れ
や異音が無いか点検してください。振れや異音
は回転中の異常な振動や、刈払機との取り付け
のゆるみなどの原因となり危険です。 

 

図３７ 

窓の外周縁 

爪部の外周縁 

ヒビ割れ 

カケ 

手で回す 振れ・異音 

カバー 



 

 

 － ３３ －

■ エアクリーナ 

重 要 エアクリーナエレメントが詰まるとエンジンの出力が低下し、燃費が悪化します。 

また、エレメントを外して運転したり、変形・破損したエレメントを付けて運転を続け

るとエンジン内部が異常摩耗します。 

 

２５時間使用毎を目安にエアクリーナカバーの
ノブをゆるめてカバーを取り外し、内部のゴミを
取り除いてください。 

エレメントの汚れがひどい場合は、中性洗剤入
りの温湯でていねいに洗い、よく乾燥させてから
元通り取り付けてください。 

エレメントが変形・破損した場合は新品と交換
してください。 

 

 

 

 

 

■ 燃料フィルタ 

重 要 燃料フィルタが詰まるとエンジン回転が上がらなかったり、回転変動を起こしたりし

ます。 

 

２５時間使用毎を目安に、燃料タンクから燃料
フィルタを取り出し、ゴミを取り除いてください。 

汚れや詰まりがひどい場合は新品と交換して
ください。 

 

 

 

 

 

 

 

図３８ 

エアクリーナ 

エレメント 

エアクリーナカバー 

ノブ 

図３９ 

燃料フィルタ 

燃料タンク 

タンクキャップ 



 

 － ３４ －

■ スパークプラグ 

注 意 エンジン停止直後は素手でスパークプラグにさわらないでください。 

高温のためやけどを負う恐れがあります。 

 

重 要 ● スパークプラグの締め付けが強過ぎるとシリンダのネジ部が破損することがあり

ます。プラグ締め付け時は必ず付属のプラグレンチ（ソケットレンチ）を使用してく

ださい。 

● 燃料を吸い込み過ぎたり、オイルの質が悪かったりするとスパークプラグの電極

が汚れ、エンジンがかかりにくくなることがあります。 

● プラグ交換時は指定品を使用してください。 

指定外品を使用するとシリンダやピストンが破損することがあります。 

 

２５時間使用毎を目安に、スパークプラグを取り
外して電極を点検し、汚れている場合はワイヤブ
ラシなどで取り除いてください。 

● プラグ取り付け時は、まず指でねじ込み、最後
に付属のプラグレンチ（ソケットレンチ）で締
め付けます。 

 【締付トルク】 

１４．７～２１．６Ｎ・ｍ ｛１５０～２２０ｋｇｆ・ｃｍ｝ 

 重要  初めからプラグレンチで締め込むとねじ

山が破損する恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● プラグ交換時は指定品を使用してください。 

指定 
スパークプラグ

チャンピオン ＲＣＪ６Ｙ 
または 

ＮＧＫ ＢＰＭＲ８Ｙ、ＢＰＭ８Ｙ

 
● 電極間隙は０．６～０．７ｍｍが適当です。 

図４０ 

図４１ 

0.6～0.7mm 

プラグキャップ 

スパークプラグ

プラグレンチ 



 

 

 － ３５ －

■ 冷却用空気通路 

注 意 運転中は、冷却用空気取入口に物を差し込んだりしないでください。 

回転部品に触れる恐れがあり危険です。 

 

重 要 冷却用の空気取入口やシリンダフィンの間にゴミが詰まるとエンジンが過熱し、故

障の原因となります。 

 

２５時間使用毎に冷却用空気取入口やシリンダ
の冷却フィン回りを点検し、付着したゴミを取り
除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４２ 

シリンダフィン

冷却用空気取入口 



 

 － ３６ －

■ ギヤケース 

２５時間使用毎を目安に、ギヤケースに潤滑用グ
リースを補充してください。 

指定グリース
ギヤケース用グリース（別販売品）

または 
リチウム系耐熱用グリース（♯２） 

□ 補充方法 

1.1.1.1.    ギヤケース横のＭ４ボルトを取り外しておき
ます。 

2.2.2.2. プラグを取り外し、プラグ穴からチューブ入り
グリースを注入します。 

3.3.3.3. 古いグリースがＭ４ボルトを取り外した穴か
ら押し出されたら補充を終え、プラグとＭ４ボ
ルトを元通り取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

■ １００時間使用毎の手入れ 

1.1.1.1. マフラを外して、排気口にドライバを入れて
カーボンを落してください。同時にマフラ出口
のカーボンも落してください。 

 

 

 

 

 

2.2.2.2. 各締付部の増締めを行ってください。 

3.3.3.3.クラッチのライニングとドラムの間に油がつ
いていないか点検し、油がついている場合は、
オイルの混ざっていない無鉛ガソリンで拭い
てください。 

図４３ 

ギヤケース用グリース

（別販売品） 

M4 ボルト

プラグ 

図４４ 

ドライバ 

マフラ 
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■ エンジンの調整 

注 意 スロットルレバーをアイドリング位置にしたときにナイロンカッタ（刈刃）が動き続ける

状態は危険です。アイドル調整スクリュを再調整しても直らない場合は、スロットル

レバーやスロットルワイヤの作動不良、クラッチ故障などの可能性がありますの

で、お買い上げ店に点検修理を依頼してください。 

 

重 要 キャブレタは精密部品のため、分解整備には知識と技能が必要です。本書で説明

している調整を行ってもエンジンの調子が思わしくない場合は、お買い上げ店にご

相談ください。 

 

〔アイドル調整スクリュ〕 
スロットルレバーを最低速の位置にした時の

エンジン回転数を調整するスクリュです。 
右（時計回り）に回すと回転が上がり、左（反時
計回り）に回すと回転が下がります。 
スロットルレバーを完全に戻した時ナイロン
カッタ（刈刃）が回り続けたりエンジンが止まっ
てしまう場合は再調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４５ 

アイドル調整スクリュ 

回転上がる 

回転下がる 
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〔燃料ニードルの調整手順〕 

重 要 燃料ニードルの調整を誤るとエンジン不調や故障（回転不安定、燃費増大、過熱に

よる焼き付きなど）の原因となりますので注意してください。 

 

1.1.1.1. エンジン停止状態で燃料ニードルを基準開度
にセットします。 
マイナスドライバでキャブレタアイドル調整
スクリュ下部のネジ（左：高速ニードル、右：
低速ニードル）を右に回して止まった位置から
次の開度分、左に戻してください。 

    

    

    

2.2.2.2. 【低速ニードル】 
アイドル調整スクリュでアイドリング回転数
を調整後、低速運転時の回転安定性と加速性を
チェックしてください。 
低速ニードルは、右に回すと混合気が薄くなり、
左に回すと濃くなります。 
基準開度から許容範囲内で左右にニードルを
回して、最適な位置にセットしてください。 

 重要  低速ニードルを絞り過ぎる（右回転）と加

速が悪くなり、開き過ぎる（左回転）とアイドル運転時

に機体を傾けた際にエンストしやすくなります。 

 

3.3.3.3. 【高速ニードル】 
エンジンをかけ、暖機運転後スロットル全開で
調子を見てください。 
高速ニードルは、右に回すと混合気は薄くなり、
左に回すと濃くなります。 
基準開度から許容範囲内で左右にニードルを
回して、最適な位置にセットしてください。 

 重要  高速ニードルを絞り過ぎる（右回転）と加

速が悪くなり、開き過ぎる（左回転）と燃料消費が増

えます。 

    

燃料ニードル基準開度と許容範囲 

高速ニードル（H） 2 回と 3/16±1/8 

低速ニードル（L） 2 回と 3/16±1/4 

図４６ 

高速ニードル（H） 

低速ニードル（L）
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■ 長期保管時の手入れ 

危 険 引火による火災の恐れがあります。 

● 燃料抜き取り時は、火気を遠ざけてください。 

● 燃料をこぼさないように注意し、こぼれた燃料は完全にふき取ってください。 

 

重 要 ● 長期間（２ヵ月以上）使用しない場合は、燃料タンクとキャブレタから燃料を抜い

てください。燃料を入れたまま長期間放置すると燃料が変質してキャブレタ内

部が詰まり、エンジン故障（始動不良や出力不足）の原因となります。 

● 保管時は、燃料タンクのキャップをゆるめにしてください。強く締め過ぎると経時

変化によりパッキンが変形することがあります。 

 

1.1.1.1. 機体の汚れを落としながら、各部の損傷やゆる
みなどの有無を点検し、異常が発見された箇所
は次回の使用に備え完全に整備してください。 

2.2.2.2. 燃料タンクから燃料を容器に移した後、燃料
フィルタを引き出してください。 

3.3.3.3. キャブレタのプライマポンプを燃料が出なく
なるまで押し、燃料タンクに戻った燃料を容器
に移してください。 

4.4.4.4. 燃料フィルタをタンクに戻し、燃料タンク
キャップを取り付けてください。 

5.5.5.5. エンジンを始動し、自然に止まるまで運転して
ください。 

6.6.6.6. スパークプラグを取り外し、２サイクルオイル
を１～２ｍＬエンジン内に入れてください。 
スタータロープを２～３回引いてからプラグ
を元通り取り付け、圧縮位置で止めてください。 

7.7.7.7. ギヤケースにグリースを補給し、スロットルワ
イヤなどの金属部に防錆油を塗布してくださ
い。 

8.8.8.8. 屋内の火気や湿気のない場所に保管してくだ
さい。 

 

図４７ 



 

 － ４０ －

 故障のときは  
 
 

現 象       主 な 原 因               処 置       

・ 燃料不良（異質、劣化） ・ 正規燃料と交換（１７，１８頁） 

・ 燃料吸い込み過ぎ 

 

・ チョークを開き、スロットルを全開にして

ロープを繰り返し引く（２０～２２頁） 

・ マフラ排気出口詰まり ・ 詰まり除去（３６頁） 

エンジンが始動しない 

・ スパークプラグ電極汚損、 

短絡、断線 

・ 電極清掃またはプラグ交換 

（３４頁☆） 

停止スイッチを操作しても

エンジンが止まらない 
・ スイッチコード接続不良 ・ 確実に接続する 

・ 燃料不良（異質、劣化） ・ 正規燃料と交換（１７，１８頁） エンジンが加速しない 

・ マフラ排気口詰まり ・ マフラ清掃（３６頁） 

スロットルを戻すと 
エンストする 

・ アイドリング回転数が低すぎる ・ 再調整（３７頁） 

・ アイドリング回転数が高すぎる ・ 再調整（３７頁） スロットルを戻しても 
ナイロンカッタが回り続け

る ・ スロットルワイヤの遊びがない ・ ワイヤ取り回し点検、遊び再調整 

エンジンの回転が 
変動する 

・ 燃料フィルタ目詰まり 

 

・ 燃料フィルタ清掃または交換 

（３３頁☆） 

異常振動 
・ ナイロンカッタ（刈刃）変形、損傷 

・ ナイロンカッタ（刈刃）交換 

（１２，１３，３２頁☆） 

・ エアクリーナ目詰まり ・ エアクリーナ清掃（３３頁） 

・ ナイロンカッタ（刈刃）切れ味低下 
・ ナイロンカッタ（刈刃）交換 

（１２，１３，３２頁☆） 

燃費悪化 

・ ナイロンコードの引き出し過ぎ ・ ナイロンコードの長さ調整 

・ 上記処置を講じても現象が改善しない場合や、上記以外の不調現象が生じた場合は、お買い上げ店にご相談くだ

さい。 

・ ☆印のついている処置につきましては、お買い上げ店で純正部品をお求めください。 
 

危 険 ● 機械の改造や分解等はしないでください。運転時に機体が破損したり、燃料漏

れや作動不良による不測の事故を招く恐れがあります。 

● 点検処置時はタバコなどの火気を遠ざけてください。 

燃料に引火する恐れがあります。 

● 機体各部の締結部品（ボルト、ナット、ネジ類）は必ず純正品または指定品を使

用してください。規格外品を使用すると、使用中に機体が破損したり部品が脱落

したりして不測の事故を招く恐れがあります。 
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レシート貼付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

商品名 
エンジン刈払機 

モデル名 

エンジン製造番号 本体製造番号 

ご 

購 

入 

者 

お名前 ご住所 〒 

 

 

電話     （   ） 

お買い上げ日（販売店記入） 

 

販売店名・住所・電話番号（販売店記入）
 
 
 
 
 
お買い上げいただきました商品

は製造上の欠陥により故障が発生
 
■ 保証の有効期間 
この保証は未使用商品お買い上

は無効となりますので、お買い上
 
■ 保証手続 
この保証による無料修理（以下

お買い上げ店にご持参ください。
ご転居、贈答品等で本書に記入

リョービ販売営業所にお問い合わ
■ 保証除外事項 
次のいずれかの場合は保証修理

・ 取扱説明書記載の注意事項に従
・ 商品分解状態でのお持ち込み 
・ 純正部品または指定品以外の使
・ 使用上の誤り及び不当な修理や
・ お買い上げ後の落下、引越し、
・ 業務用およびそれに準ずる使用
・ 商品の機能に影響しない音、振
・ 使用損耗および経時変化による
・ 自然災害または事故、過失、不
・ 消耗部品および油脂類（刈刃、
ト、エアクリーナエレメント、
耗品、燃料、エンジンオイル、

・ 修理品運搬などの付随的費用お
（休業経費、代替資材費、役務

・ 商品が日本国外で使用される場
 
 

品のご入用、故障の場合、その他

店にお問い合わせください。 

改良のためお断り無く仕様、外観
本書は再発行いたしませんので紛

年  月  日 

発売

リョ
保 証 書
は厳重な品質管理のもとに製造されておりますが、万一、材質また
した場合は下記規定に従って無料で修理させていただきます。 

げ日から１年間有効です。ただし、上記販売店記入欄が空白の場合
げ時にご確認ください。 

、保証修理といいます）をお受けになる際は、商品に本書を添えて
 
してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼になれない場合には、
せください。 

または損失補填の責を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
わなかったり、日常点検整備を怠った結果生じた故障 

用に起因する故障 
改造による故障または損傷 
輸送等による故障または損傷 
をされて生じた故障または損傷 
動、オイルのにじみなどの感覚的現象 
外観の劣化（刃物の切味低下、褪色、発錆、打痕、擦過キズなど） 
注意による機体の損傷 
ナイロンカッタ、ナイロンコード、スパークプラグ、パッキン、ガスケッ
燃料フィルタ、ゴム部品、コントロールワイヤおよびこれらに類する消
グリースおよびこれらに類するもの） 
よび商品を使用できなかったことによる損失 
経費等） 
合（This warranty is valid only in Japan.） 
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取り扱い上ご不明な点があった場合には、ご遠慮なくお買い上げの販

リョービ販売株式会社 
〒468-8512 

愛知県名古屋市天白区久方 1-145-1

TEL.(052) 806 - 5111 

などを変更することがあります。 
失しないよう大切に保存してください。 
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